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論文の要旨及び判定理由 

股関節骨折後の膝関節痛（post hip fracture knee pain: PHFKP）は、28～37.4％に発症

し、PHFKPは、バランス能力、歩行速度低下、転倒の原因となり入院期間延長の原因とな

っている。本研究では、PHFKPがバランスや歩行速度に与える影響を明らかにすることを

目的とし、股関節骨折後の患者471名の医療記録を後方視的にレビューした。取込み基準

を満たした146名を分析対象としPHFKPの発症、基本情報、身体機能を調査した。退院時

にBerg Balance Scale（BBS）とMaximum Walking Speed（MWS）を収集し、PHFKPの有

無で比較した。さらに、BBSとMWSを従属変数とし、PHFKPを独立変数の1つとした多変

量解析を行った。分析対象患者のうち、29.5％がPHFKPを発症し、37.2％が退院時に症状

が残存していた。膝伸展可動域制限、膝伸展筋力、BBSでは群間で差がなかったが、PHF

KP群は、対照群に比べて入院期間が長く、MWSは有意に低かった。多変量解析の結果、P

HFKPの発症は、BBSとは関連していなかったが、MWSの低下と関連していた（標準化β=

-0.202、P=0.005）。 

 以上より、本論文はPHFKPが歩行速度低下の独立した要因であることを明らかにし、高

齢者股関節骨折後のリハビリテーションプログラム改善の必要性を示唆するものであり、

博士（保健学）の学位に値するものと判定した。                  
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